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合
志
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

　
採
用
等
に
関
す
る
条
例

平
成
27
年
度

　
合
志
市
一
般
会
計
予
算

平
成
26
年
度
合
志
市

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
7
号
）

平
成
27
年
度
合
志
市
一
般
会
計
予
算

総務常任委員会
委員長
委　員
委　員
委　員

副委員長
委　員
委　員

吉永　健司
島田　敏春
坂本　武人
西嶌　隆博

東　　孝助
来海　恵子
濱元幸一郎

平
成
26
年
度
合
志
市

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

（
総
務
課
）

問

　条
例
整
備
の
目
的
、
任
期
付
き
短

時
間
勤
務
職
員
と
臨
時
職
員
の
違
い
は
。

答

　高
度
な
専
門
的
知
識
を
有
す
る
人

材
の
確
保
を
目
的
と
す
る
。正
規
職
員

で
あ
り
、職
責
の
差
が
あ
る
。

【
反
対
討
論
】
今
回
の
制
度
は
、
地
方
公

務
員
の
雇
用
と
給
与
形
態
を
い
っ
そ
う

多
様
化
、
不
安
定
化
す
る
法
律
に
基
づ

く
も
の
で
、
公
務
員
の
身
分
保
障
を
土

台
か
ら
崩
し
、
公
務
労
働
の
安
定
性
と

継
続
性
を
損
ね
る
条
例
で
あ
る
。

【
賛
成
討
論
】
行
財
政
改
革
が
進
め
ら
れ

る
中
、
地
方
創
生
が
打
ち
出
さ
れ
た
現

状
に
お
い
て
、
職
務
、
知
識
、
職
責
等
に

お
け
る
経
験
者
の
必
要
性
に
応
じ
職
員

を
採
用
す
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。

（
総
務
課
）

問

　地
区
外
灯
補
助
金
に
よ
る
設
置
台

数
は
。

答
　
こ
れ
ま
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
74
基
、
支
柱
４
本

の
要
望
に
応
え
て
き
た
が
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
95
基
、

支
柱
11
本
分
の
追
加
で
あ
る
。

（
税
務
課
）

問

　時
間
外
勤
務
手
当
の
増
額
が
多
い
。

臨
時
職
員
で
の
対
応
は
。

答
　
固
定
資
産
課
税
業
務
で
言
え
ば
、

１
件
修
正
す
る
の
に
数
日
を
要
し
、
還

付
加
算
等
の
計
算
も
必
要
で
あ
り
臨
時

職
員
で
の
対
応
は
難
し
い
。適
正
課
税

に
努
め
て
い
く
。

（
政
策
課
）

問

　繰
越
明
許
に
つ
い
て
現
状
は
。

答
　
御
代
志
駅
周
辺
の
国
立
療
養
所
及

び
、独
立
行
政
法
人
、学
校
法
人
等
の
用

地
、ま
た
、国
道
３
８
７
号
西
側
の
民
有

地
を
ど
こ
ま
で
ど
の
よ
う
に
区
画
整
理

事
業
に
取
り
入
れ
て
い
く
か
を
検
討
中
。

27
年
度
中
に
計
画
策
定
し
た
い
。

（
財
政
課
）

問
　
普
通
交
付
税
の
減
額
理
由
は
。

答
　
前
年
度
税
収
が
伸
び
た
こ
と
が
要

因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

（
総
務
課
）

問
　
消
防
団
へ
の
雨
が
っ
ぱ
購
入
根
拠

と
、団
員
の
８
割
と
し
た
理
由
は
。

答
　
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災

力
の
充
実
強
化
に
基
づ
き
、
消
防
団
の

意
向
を
踏
ま
え
雨
が
っ
ぱ
購
入
と
な
っ

た
。昨
今
の
出
動
率
が
最
高
８
割
だ
っ

た
た
め
で
あ
る
が
、
全
団
員
へ
の
支
給

を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

（
環
境
衛
生
課
）

問
　
ご
み
減
量
化
に
つ
い
て
、
数
値
目

標
に
問
題
は
な
い
の
か
。新
た
な
方
策

を
見
い
だ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
新
環

境
工
場
建
設
負
担
金
に
も
大
き
く
影
響

す
る
と
捉
え
る
が
。

答
　
新
環
境
工
場
建
設
負
担
金
は
、
過

去
の
搬
入
量
で
変
わ
る
。ご
み
減
量
化

に
向
け
て
努
力
し
た
い
。

（
税
務
課
）

問
　
滞
納
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
の
内
容

は
。

答
　
こ
れ
ま
で
、
県
外
滞
納
者
の
分
納

に
つ
い
て
は
、
郵
便
局
の
払
込
用
紙
を

送
付
し
て
い
た
が
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
書

の
要
望
が
多
く
、
シ
ス
テ
ム
改
修
が
必

要
と
な
る
た
め
委
託
す
る
。

（
政
策
課
）

問
　
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
目
的
と
内
容

は
。

答
　
１
番
の
目
的
は
、
国
か
ら
の
補
助

金
の
受
け
皿
。最
近
は
、
民
間
へ
の
補
助

金
が
多
く
、
５
％
の
上
乗
せ
も
あ
る
。ま

た
、
重
点
土
地
利
用
を
進
め
て
い
る
が
、

事
業
を
行
う
際
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す

る
役
割
を
担
う
。公
共
施
設
等
の
維
持

管
理
を
一
括
し
て
引
き
受
け
る
等
も
想

定
し
て
い
る
。

（
企
画
課
）

問
　
中
間
サ
ー
バ
ー
起
動
シ
ス
テ
ム
利

用
負
担
金
の
内
容
は
。

答
　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
係
る

地
方
公
共
団
体
の
中
間
サ
ー
バ
ー
整
備

の
共
同
化
・
集
約
化
に
対
す
る
も
の
で
、

西
日
本
と
東
日
本
の
２
カ
所
に
設
置
さ

れ
る
。

（
商
工
振
興
課
）

問
　
地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
た
考
え

は
。

答
　
企
業
誘
致
に
お
い
て
は
、
市
街
化

調
整
区
域
等
の
障
壁
や
地
場
企
業
育
成

等
の
課
題
も
あ
る
が
、商
工
会
、金
融
機

関
等
を
交
え
て
情
報
を
収
集
し
、
商
工

会
を
中
心
に
活
性
化
を
図
り
た
い
。

【
反
対
討
論
】
市
民
生
活
を
直
視
す
る
な

ら
議
員
報
酬
増
額
は
中
止
す
べ
き
。番

号
制
度
改
修
委
託
は
、
社
会
保
障
や
税

の
情
報
を
国
が
一
括
管
理
す
る
も
の
で

あ
り
、
膨
大
な
個
人
情
報
を
国
が
持
つ

こ
と
を
懸
念
し
、国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
危
う
く
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

【
賛
成
討
論
】
議
員
報
酬
は
、
引
き
上
げ

ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
適
正
に
な
っ
た
。

手
続
き
も
審
議
会
の
答
申
を
受
け
条
例

が
制
定
さ
れ
、
条
例
に
基
づ
い
た
予
算

措
置
で
あ
る
。番
号
制
導
入
に
つ
い
て

も
時
代
に
即
し
た
事
業
で
あ
る
。

平
成
27
年
度

　
合
志
市
水
道
事
業
会
計
予
算

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

（
学
校
教
育
課
）

問
　
奨
学
金
貸
付
金
に
つ
い
て
、
返
還

期
間
を
長
く
し
た
り
、
返
還
開
始
時
期

を
延
ば
す
な
ど
見
直
す
予
定
は
な
い
か
。

答
　
国
の
状
況
を
見
な
が
ら
考
え
て
い

く
。

（
生
涯
学
習
課
）

問
　
総
合
セ
ン
タ
ー
施
設
管
理
費
を

１
２
０
万
円
減
額
し
て
あ
る
が
、
当
初

予
算
は
い
く
ら
だ
っ
た
か
。

答
　
当
初
予
算
は
８
２
０
万
円
だ
っ
た
。

（
農
業
委
員
会
）

問
　
新
規
就
農
者
奨
励
金
に
つ
い
て
は

人
員
が
少
な
か
っ
た
の
か
。

答
　
当
初
４
名
予
定
し
て
い
た
が
、３
名

と
な
っ
た
。

（
建
設
課
）

問
　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
　
熊
本
市
の
用
地
交
渉
で
難
航
し
て

い
る
が
、
熊
本
県
・
熊
本
市
・
ネ
ク
ス

コ
と
定
期
的
に
会
議
を
開
き
、
熊
本
市

よ
り
説
明
を
受
け
て
い
る
。

（
学
校
教
育
課
）

問
　
新
規
と
し
て
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

導
入
事
業
が
始
ま
る
が
、
今
後
い
ろ
い

ろ
計
上
さ
れ
る
と
い
う
が
、
補
正
で
は

ど
う
い
う
も
の
が
計
上
さ
れ
る
か
。

答

　校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
学
校
の

先
生
た
ち
が
行
っ
て
い
る
事
務
の
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
回
は
ア
シ
ス
タ
ン
ト
し
て
い
た
だ

く
コ
ン
サ
ル
業
者
に
入
っ
て
も
ら
い
、

仕
様
書
を
作
っ
て
も
ら
う
と
こ
ろ
ま
で

を
含
め
た
予
算
で
あ
る
。そ
れ
が
あ
る

程
度
確
定
し
た
と
こ
ろ
で
、
平
成
27
年

度
の
９
月
ご
ろ
に
は
補
正
を
す
る
必
要

が
あ
る
。

（
生
涯
学
習
課
）

問
　
ラ
ジ
オ
体
操
に
よ
る
市
民
の
健
康

づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
、
市
の
職
員
を

地
区
ご
と
に
配
置
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
配
置
は
何
を
基
準
に
決
め
て
何
人

程
度
張
り
付
け
る
の
か
。

答
　
基
本
は
、
職
員
が
住
ん
で
い
る
行

政
区
ご
と
に
職
員
を
２
名
か
ら
４
名
配

置
す
る
。住
ん
で
い
る
職
員
が
い
な
い

行
政
区
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の
職
員
を

充
て
る
。総
勢
１
９
２
名
配
置
す
る
。

（
農
政
課
）

問
　
住
環
境
の
充
実
で
竹
林
整
備
事
業

を
推
進
す
る
と
い
う
が
、
前
年
度
予
算

と
同
額
で
で
き
る
の
か
。

答
　
整
備
実
績
か
ら
の
予
算
で
あ
る
。

広
報
に
は
努
め
て
い
る
し
、
き
れ
い
に

な
っ
た
竹
林
を
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、

自
分
の
竹
林
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
思

っ
て
い
た
だ
き
、
整
備
範
囲
が
広
が
れ

ば
い
い
と
思
う
。

（
都
市
計
画
課
）

問
　
市
営
住
宅
の
滞
納
状
況
に
つ
い
て

答
　
公
営
住
宅
使
用
料
の
滞
納
総
額
は
、

平
成
27
年
１
月
末
現
在
約
１,
８
０
０
万

円
、
件
数
は
84
件
。そ
の
う
ち
、
退
去
者

及
び
居
所
不
明
者
は
23
名
で
あ
る
。

【
反
対
討
論
】
解
放
子
ど
も
会
に
対
す
る

支
出
及
び
部
落
解
放
同
盟
関
係
へ
の
補

助
金
に
対
し
反
対
す
る
。玉
名
市
や
山

鹿
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
は
終
了
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。合
志
市
６
関

係
団
体
と
協
議
し
、
早
く
や
め
る
べ
き

で
あ
る
。

【
賛
成
討
論
】
部
落
解
放
同
盟
合
志
支
部

補
助
金
、
全
日
本
同
和
会
合
志
支
部
補

助
金
及
び
解
放
子
ど
も
会
学
習
会
の
事

業
に
賛
成
す
る
。依
然
と
し
て
差
別
は

残
っ
て
お
り
、
正
し
い
理
解
を
し
て
い

た
だ
き
、
人
権
啓
発
を
し
て
い
く
上
で

必
要
な
予
算
で
あ
る
。

問
　
料
金
徴
収
等
業
務
委
託
料
に
つ
い

て
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
何
が
あ
る
か
。

答
　
職
員
５
名
の
削
減
、
過
年
度
分
の

水
道
料
金
の
収
納
率
が
向
上
し
た
。ま

た
、
業
務
委
託
の
検
討
段
階
で
は
年
間

４
０
０
万
円
の
経
費
削
減
見
込
み
で

あ
っ
た
が
、契
約
段
階
で
は
、１,
２
０
０

万
円
の
削
減
に
つ
な
が
っ
た
。

問
　
放
棄
す
る
債
権
の
水
道
の
使
用
者

数
と
最
大
債
権
額
は
。

答
　
使
用
者
数
は
65
名
、
最
大
債
権
額

は
３１
万
７,
２
０
０
円
で
あ
る
。
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